
2024年度　杏林大学　前期理系　第３問

問題 チ と ツ の解答は該当する解答群の中から最も適当なものをそれぞれ一つずつ選べ。

原点を O とする複素数平面上に 2 点 A(®)，B(¯) がある。ただし，i を虚数単位として ® =
B

2 +
B

2i，

¯ = 1
2
+

B

3
2
i であり，° =

¯
® とする。¹z は z に共役な複素数を表し，複素数 z の偏角 argz の範囲は

0 · argz < 2¼ とする。

(1) ° の実部を s，虚部を t とすると，

s =

E

ア +

E

イ

ウ
，t =

E

ア ¡

E

イ

ウ

j°j =
エ

オ
; arg° = ¼

カキ

が成り立つ。

また，2点 O，Bを通る直線に関して点 Aと対称な点 D(±) について

arg
±¡ ®
¯ =

ク

ケ
¼

が成り立ち，

± = ®£
i+
E

コ

サ

を満たす。

(2) 自然数 n に対して °n が純虚数となる最小の n は シ である。

また，j°¡n j> 2024を満たす最小の n は スセ である。

(3) 2点 O，Aを通る直線に関して点 P(z)と対称な点を表す複素数をºzと表記する。自然数 n について，次の式

で表される複素数平面上の点列 fzngを考える。

z1 = ¯; zn+1 = zn + °(ºzn ¡ zn)， （ただし n = 1; 2; 3; Ý）

点列 fzngは複素数平面内で実軸と
¼

ソ
の角度で交わる直線上に存在する。

また，argzn + argºzn =
¼

タ
であり，zn の極形式を考えると任意の自然数 n に対してºzn = チ

と表せるので，点列 fzngは次式を満たす。

ºzn+1 =ºzn + ツ £ (zn ¡ºzn)， （ただし n = 1; 2; 3; Ý）

自然数 n に対し ºzn ¡ zn は，公比 テト s + ナ の等比数列（ただし s は ° の実部）をなし，

lim
n!1

ºzn ¡ zn = ニ となる。

以上から，

lim
n!1
argzn =

¼

ヌ
; lim
n!1
jzn j =

ネ

ノ s

とわかる。



チ の解答群

1 izn 2 ¡zn 3 ¡izn 4 1
zn

5 zn

6 izn 7 ¡zn 8 ¡izn 9 (zn)
¡1 0 i (zn)

¡1

ツ の解答群

1 ° 2 i° 3 (¡°) 4 (¡i°)

5 ° 6 i° 7 (¡°) 8 (¡i°)
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